
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（136） 印度學佛教學研究第 62 巻第 2号　平成 26年 3月

有漏 ・ 無漏 ［法］ とい うこ と

飯 　岡　祐 　保

1． 無漏 ［法］の 定義

無漏 とい うの は ， 「倶舎論』の 中で 重要な dha  a で あ る。 なぜ な らア ビダル マ

の 定義 と して 「無漏 の 心 身の 五 構成 要素 の 束 （五 蘊．Akbh．p．2
”

）」 と言 わ れ て い

る か らで ある ． それ は
， 有漏 と対 に な っ て い る．

　sa卑 s  t巨m 百rgava 墫it且h！s互srav 互h〃 1−4bc〃 （Akbh ．p．38
−9
）

　 「道の真理 の教 え」 以外 の 有為 ［法］ は ， 有漏 ［法］で あ る．

　こ こ で なぜ 「道の 真 理の 教 え」が 出て くる の か と言 えば
， 無漏 の 定義 と関係 が

あ るか らで あ る，

　 anasrav5 　mErgasatyaTp 　trividham 　c五py　asarTisk ；tam 　！1　1−5a〃 （Akbh ．p．3　
i5
）

　 三 無為 （虚 空 ・
択滅 ・

非択滅 ）［法］ と 「四真理 の 教 え」 の 内， 「道 の 真理の 教え」 とで

　 無漏 ［法］で あ る．

　こ れ は
， 『ア ビ ダル マ デ ィ

ー パ 』で も同 じで あ る ．

　［19a］s巨srav的 a（na ）srava 　antyEs 　trayah （ADV ．p．183）

　有漏 は ［苦集諦］で あ り，無漏は，最後の ［道諦 と］三種の ［無為］で あ る． （『デ研 』p．270）

2 ． 定義の 問題点

　無漏 に は ，
三 無為 が含 まれる． それ以外 の 「道 の 真理 の 教 え」につ い て は ， 「四

真理 の 教 え」 の
一

つ で ある か ら
，

そ れ だ けを取 り出 せ ず ，
順 序 どお りで な けれ ば

意味が ない と釘 を刺 され て い る ．

　duhkliarp　samudayas 　tath互　1　nirodhamd 壮ga　iti〃6−2bc〃

　esa　e§Eini　anukramah 　1（Akbh．p．32715
一工7

）

　苦 しみ の ［真理 の 教えコ，そ の 原 因の ［真理 の 教 え］そ の ように ［苦しみ をコ無 くす ［真

　理 の 教 え］，
そ の 方法 （道）の ［真理 の 教 え］と い うこ とで その こ とは

，
そ の順 序に従 う．

しか し
，
ADV で は 「道の 真理 の 教 え」が 上 で ある ．
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atas 　tEn　eva 　mlirgapradargarla ［na ］ka  …励 hipret巨［n ］！（ADV ．p．2　
i5
）

そ れ 故， ［これ ら人天 達に］道 を説 くとい う目的に よ っ て ［四聖諦 を説 くこ とを］意図

して い る． （『デ研』p．242）

m 翫rgasatyam 　ekaprak 巨rarp ．．．triprakEraTp　Silasam互dhiprajfiaskandhabhed5t　catu爭prakfira卑 va

prayogam翫 gadibhedat　1（ADV ．p．2Yl
］

）

道諦 は一
種で ある ．…ある い は 三 種で ある ．戒 ・定 ・慧蘊の 相違か らで ある ．ある い は

四種で あ る．加行道 （無 間 ， 解 脱 ， 勝進 の 各道 ）等 の 相違 か らで あ る． （『デ研』p．241）

　「倶舎論』 の 扱 い と ，
ADV の 扱 い を検討 して み よ う．

　yatra　hi　sakto 　yena　ca 　b五dhyate　yataS　ca 　mok §arp 　pr5rthyate　tad　ev 蕊dau　vyavac 訌ransv 　arthy 互珥

　dubkhasatyaエp　parik5yate　1（Akbh．p．328
｛ 6

）

　 ［kleSaに ］染 ま っ て ，そ こ か ら の 解脱 を望み ， 初め に 細か く観察す る位が ， 苦 しみ の 真

　 理 の 教 え とみ られ る，

　 atra 　phalabhUt巨　up 互dEnaskandha　duhkhasatyarp　！　hetubh亘tah　samudayasatyam 　f．．．ata 　eva 　tayoh

　phalahetubh5vin　n亘mato 　bhedo　na 　draVyatab　！　nirodhamErgayos 　tu　draVyato　
’
pi　X（Akbh．p．328

⊥2−15
）

　苦 しみ の ［真理 の 教 え］ は
， 果 と し て ある ［kleSaを］材料 とす る心 身の 構 成要素 の 束

　 で ある ． ［kleSaを］材料 とする心身の構 成要素 の 束が原 因の 存在 で ， そ の 原 因の 真理 の

　教 えで あ る． …だ か らこ そ，その よ うな原因 と結果 の 存在が ある ，名に 差が あ り， 実体

　 と して で は な い ．［苦 しみ を］滅 す る真理 の 教 え と ［苦 しみ を滅す る ］方法の 真理 の 教

　 え とは ， しか しなが ら実体 と して で もある．

　ADV で は
，

　 tatra　dulrkhasatyam　ekavidharn 　abhinirv ＃tisvEbh5Vyat　f。．．jatyadya．．．va 　paficep［adanaskandhEh ／

　 athava 　paurvfintikarp　pafic巨figam　apar 蚕ntika 叩 sadubhayan 　abhisamasya 　sapta血gam　1 （ADV ．

　PP．113−22）

　 こ の 中 ， 苦諦 は ［煩悩 の ］生 起 を 自性 とするか らた だ一
種 で あ る ．…生 等

…
五 取蘊が 匚苦

　 で ある］． また は ， 前際 の 五支 と後際 の ［二 支 ］ との こ れ 等二 つ を まとめ て 七 支が ［苦

　 となる］． （『デ研』pp．239−240）

　こ れ は
， 十二 支縁起 との 纏 め で ある ， そ もそ もの 定義 か ら して ， 「四真理 の 教

え」 を ば らば らに す る 無漏 ［法］ は 不成立 で は ある まい か ．

3 ． 「道 の 真理の 教え」 と
一

切智者

kim　sarvabuddhati 　athaikam 　！　lak§apatab 　sarvabuddhEn 　1　m 巨rgasyfivilakSarpatv 巨t　／（Akbh．p．21617
−is

）
一

仏 に 匚帰依］す る ように ， すべ て の 仏 にそ うな の か．全 て の 仏 の 特徴 と して 道 に違 う

特徴が な い か ら ［すべ て の 仏 に帰依する］．

こ れ は， 「道の 真理 の教 え」が ほ とん ど仏 と同格 に なっ て い る ．

ADV で は
，

一 928 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（138） 有漏 ・無漏 ［法］ とい うこ と （飯　岡）

tebhyo　
’
pi　nirtivaraparp　jfiEnaip　pradhar）arp 　sarvajfia 　iti．．．（ADV ．p．12S　

io
）

これ らの こ とか ら も障げの ない 最勝 な智慧 を ［成 じた 方が］
一

切智者で ある と… （「デ研 』

P．429）

この
一

切 智者 は ，

naiva 　ca 　vayam 　sarvatra　jfianasammukhibhavad　buddharp　sarvajfiam 　ficakrpmahe　！

ki卑 tarhi！

s百marthy 温t ！y互 hy　asau 　buddh 互khy5 　sarlltatis 　tasy互 idam　asti　samarthyalp 　yad　abhogam 巨一

trerPEviparitam　jfifiriam　utpadyate 　yatrestam！

爵h訊 cAtra ！

santdnena 　samarthatvEd 　yathEgnib　sarvabhufi 　matah

tath巨sarvavid 　e争tavyo　na 　sakrtsarvavedan 巨t　E ！（Akbh ．1〕．4671
；tl9

）

「我 々 は，あ らゆ る 所 に 智を現実に現 すか ら， ブ ッ ダ を
一

切智者 とい うもの で は な い の

で ある．」

（対論者）厂どうい うこ とか．」

（論者）「能力が あ るか らで あ る．あの ブ ッ ダ と い わ れ る 連続状 態の もの に は，注意す る

だけで 望む所に真実の 智を生み 出す能力が ある ．

こ こ に言 う．

炎があ りとあ らゆ る もの を食い 尽 くす よ うに，連続状態 に よる 能力の 故 に ，
一

時に で は

な く
一

切 を知 る故 に，
一

切智 者 と認 め られ る ．

「望 む所 に真実の 智を生み 出す能力 」 とは
， 衆生 へ の 眼差 しを思 わせ る ，

4 ． 無垢 と無漏

　さて ， そ れ で は ， もう一 方 の 定義 ， 無垢 を見 よ う．

　且maleti 　anEsrava 　／（Akbh ．p．24）

　無 漏 は，無垢 で あ る．

　こ れ は
， 聖人 （buddha，

　arhat 等）で 無 い 人 （ppthagjana）に と っ て 問題 だ か らで あ る．

ど う問題 か とい えば
， 何 よ りも mala （kleSa心の 垢） は ， 無漏に よ っ て 断ぜ られ る

とい われ るか らで あ る ．

　an 五srave4a 　hiyante　kleSah〃8−21b〃 （Akbh ．p．44711）

　諸煩悩 は，無漏 に よ っ て 断ぜ られ る．

5 ． 聖 人 の 位

聖 人 の 阿羅 漢に い た る まで に は
， 預流 ，

一 来，不 還 と変化 しなけれ ば な らない ．

まず ， 預流 は ，
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phalAn五m 　adyarp　srot 巨pattiphalam　sarvaphalaprEptau 　tasya　prathamatv巨t　1（Akbh．p．447　
il
）

［聖 人 た る コ果の 初 め は ， 預 流 果 で あ る．す べ て の 果 に届 くそ れ が
一

番 日で あ る こ とだ

か ら．

kathamac 　ca　dvitiyam　f　sak ；d巨g5miphalam　f．．．k且m 言d　virakt 巖v 　Urdhvalp　v 盃trtiyapratipannakau〃

6−30c〃 （Akbh．p．3543
−5
）

二 番 目の 瞑想の 境地 の 果は どん な もの か ．
一

来 果 で あ る． …欲界か ら欲 を離れ ，あ る い

は，その 上の 界 ［の 境地］で は 第三 果 （不還果） を得 る ．

阿羅漢 につ い て は，

arhann 　anAg5mi 　pravEhayuktam　an 訂srava 叩　caturtha 犖　dhylinarp　sarn 巨padyate　f　tasm 訌d　vyutth2ya

prav互hayuktarp　tad　eva 　sasravam 　sarn 巨padyate　punaS　clin巨sravam 　／（Akbh ．p．36212
−14
）

阿 羅漢 あ る い は，不 還 果 は ， 連続 状態 （pravaha） に相応 し く，無漏の 第四 定の 瞑想 に入

る ．そこ か ら，出定 し，連 続状 態 に相応 しく， 有漏の 瞑想 に入 る ． さ らに ， 無漏 の ［瞑

想 に入 る ］．

有漏 と無漏 を出入 りして い る ． つ ま り，行 きつ 戻 りつ を繰 り返す の だ ．

6 ， 瞑想 の 乱れ

有漏 と無漏 を 出た り入 っ た りする瞑想 を乱 れ た （vyavakira ロa ） と言 っ て い る．

eva 卑 　sEsravasya 　k§arpasy 巨nasrav 互bhy互rp　miSrarpat 　Vyavakirai；arp 　niSpa 皿 a珥 　bhavatiti　vaibh 巨串ik訓〕！

（Akbh ．p．36216
−17
）

「こ の ように有漏 ［の 瞑想］の 瞬間が ， 無漏 ［の 瞑想］の と混 ざる か ら，乱 れ る の が成

り立 つ 」 と毘婆沙師た ちは ， 言 う，

『ア ビダル マ デ ィ
ー パ 』 に もある．

tada　pratham5b　sasravfih 　t；tiyam 　an 訌sravam 　dhyfinam　sam 亘padyate 　tasm5t 　s五sravam

巨k巨甜 nanty 互yatana卑 tasm 巨d　anEsrav 巨kificany巨yatanam 　evam 　punah 　pratilomam ！tad 巨

visabh 巨gat；tiya　draVyagaman5d　abhini ＄pann互　bhavati！ativiprakrStatvdn 　caturtha　sam5padyate 　t5Φ

ca 　t商u 　dvipe寧u　sam 巨padyate〃 （ADV ．p．420）

しか して最 初 の 諸 の 有漏 ［定］が ［あ り， そ こか ら］第三 の 無漏定 に 入定 し， ［無漏定］

か ら有漏の 空 無辺 処に ［入 定 し］， こ の ［有漏 の 空無辺処か ら無漏の 無所有処 に ［入定

す る］．同様 にまた逆 に ［入 定する］ とき， 異類 の （visabhaga ）第三 の 実有 の ［無漏定］

に行 くこ と （dravyagamana）に より成就 され る （abhini ＄panna）．非常に 遠 い （ativiprak ；statva）

か ら第四 ［定］ に は入定 しな い ．三 州 （dvipa） にお い て 入定す る．

　なぜ こ の よ うなこ とが起 こ る の だ ろ うか ． しか も優れ た もの は
， 劣 っ た もの の

原 因で は な い と言 うの に ．

　sarvam 　ca　viSiS1arp　nyiinasya 　na 　hetuh　1（Akbh4 〕．887）
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　すべ て 優れ た もの （anssrava ） は
， また

， 劣 っ た もの （asrava）の 原 因 で はな い ．

　それ （聖 人 ）で は ない 人 が ， 聖 人 に 近 づ くた め に は ， 無 漏 の 有漏化が 必 要 と

な っ て くる ． それ が 乱れ で あ ろ う．

7 ． ま とめ

　『倶舎論』 は ， 「無漏の 五 蘊」 を説い て
， 定義に失敗 した か に見 える． 優 れた も

の が ， 劣 っ た もの の 原 因 に な っ た りして もい る． しか し， 無漏が 有漏化す る か ら

こ そ ， それ （聖人）で は ない 人が ， 聖 人 に近づ くの で は ある まい か ．
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